
 

４年１組の国語の授業を参観しました。授業の初めの５分間は，漢字タイム

で，新出漢字の読みや筆順を習得する時間となっていました。そして，本時は

「一つの花」の読み取りです。教師が押さえたのは，「国語なので何となく考え

をもつのではなく，必ず文章から根拠を見付けて考えるように」ということでした。

子供達は，まず教科書から読み取り，自分の考えをもちます。そして，個々の

考えは，タブレットで共有し，お互いの考えを交流させていきました。友達の考え

を聞くことで，新たに気付くこともあり，読み取りが深まっていきました。 

 

 


